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Ⅰ 学校の概要 

 

 １ 児童生徒数，学級数，教職員数 

 

（１） 生徒数・学級数 

学 年 １年 ２年 ３年 計 

学級数 ８ ８ ８ ２４ 

生徒数 ３４１ ３３８ ３５１ １，０３０ 

（平成２８年１月現在） 

 

（２） 教職員数 

校   長 １ 

副 校 長 １ 

教  諭 ５３ 

養護教諭 １ 

非常勤講師 １８ 

実習助手 １ 

ＡＬＴ ２ 

ＳＣ １ 

事務職員 ８ 

司  書 ２ 

その他 ３ 

計 ９１ 

（平成２８年１月現在） 

 

（３） 学校の沿革 

    本校は全日制普通科高校として、昭和２９年に

１学年４学級で発足し、昭和３６年に６学級、同

４０年に８学級となり、同４２年から全校２４学

級で現在に至っている。東京学芸大学の附属学校

の一つとして、大学の教員養成や教育研究・教育

実践等に深く関わり、文部科学省の各種の研究・

調査依頼への協力、諸外国や日本各地からの見学

者の受入れなども恒常的に行っている。 

    入学者は、東京学芸大学の３附属中学校（小金

井、竹早、世田谷）の出身者、一般中学校の出身

者、海外在学経験者（帰国生）から構成されてお

り、男女全くの同数を原則としている。なお、昭

和５０年からタイ王国からの国費留学生を受け入

れている。 

    また、平成２４年度から５年間にわたって、文

部科学省からスーパーサイエンスハイスクール

（ＳＳＨ）研究開発校に指定されている。 

 

（４） 学校の特徴 

全校生徒１，０００名を超える大規模校である

が、厳正にして公正な入学選抜のもと受け入れた

生徒一人ひとりへの「高等学校学習指導要領」に

準拠しながらも、緻密にして周到に計画された教

科指導並びに生徒指導を、多種多彩な学校行事・

教科行事と合わせて展開し、高い知性と豊かな情

操を持ち、清純にして気品の高い、大樹のように

大きく伸びる、世界性の豊かな人間を育成すべく

日々の教育活動に、全教職員一体になって邁進し

ている。とりわけ、学校・学年・教科行事のすべ

てについて展開している「本物志向」の教育活動

は本校の最大の特色である。実際に在籍している

生徒は男女全く半々の人数で、互いの特性や人格

・個性を認め合い、切磋琢磨し合いながら疾風怒

濤とも言える３年間の高校生活を有意義かつ楽し

く送るべく、日々の学習活動は言うまでもなく、

知的好奇心旺盛に各種の行事にも積極的に取り組

み、公正・公平なものの見方・考え方を身に付け

て巣立っていることも、大きな特色といえる。 

 

 ２ 地域の概況 

他の学校と比べて、都心に立地している学校であ

るため、山、河川、海岸といった自然に恵まれてい

るわけではない。ただ、学校内には多くの樹木があ

り、学校周囲に比べて、緑に恵まれている。そのた

め、さまざまな鳥や小動物が生息しており、校内で

ハクビシン、モグラの生息も確認されている。 

 

 ３ 環境教育の全体計画等 

本校の理科の授業では、全学年を通じて、実験・

観察を重視し、本物の自然科学を自ら探究的に学ん

でいる。そのため、全校をあげて直接的に環境教育

に取り組んだことはないが、理科の授業の一環とし

て、環境教育に取り組んでいる。例えば、生物科で

は、樹木の調査、植物群落の調査などを通して、生

態と環境について考えたり、地学科では、雲の種類

や雲量についての観測や、オゾン層の変化、酸性雨

などの地球環境の変化について課題学習を行ったり

している。 

   ２年次に総合的な学習の時間（本校では、「ＳＳ



 

Ｈ探究」と称している）の研究の一環として、植生

を通した自然環境、環境と水質、雑木林と生物の関

係、酸性雨の現状とその対策、オゾン層の破壊とそ

の影響といったテーマで取り組んだ生徒がいる。 

   また、クラブ活動において、天文部の活動で、星

空の明るさ、光害について研究したグループがいる。 

 

Ⅱ 研究主題 

大気と土壌の調査と小・中学校と連携した環境教育

についての研究Ⅱ 

 

Ⅲ 研究の概要  

 

 １ 研究のねらい 

  本校の立地では、海や河川といった自然に恵まれて

いるわけではない。そんな中で、本校の生徒には大気

と土壌という学校内でも実施可能で、比較的簡単な調

査に取り組むことによって、継続的な調査の大切さに

気付かせ、自ら得たデータから、自分たちの生活して

いる学校の環境について、分析・考察をしてもらいた

いと考えている。第１０期グローブ指定校としての期

間で、そのための準備は行えたと言える。今までの研

究を継続・発展させ、季節的な変動を中心とした学校

の環境の特徴をより明確にするとともに、生徒が自主

的に研究テーマを決め、研究を深めていけるように支

援をしていきたい。 
  そして、分析・考察したことや発展的に研究したこ

とを基に、自分たちが身近な環境に対して、どのよう

な態度を取るべきかを考え、その上で、地球規模の環

境を考察する力を育成する。与えられた学習ではなく、

自ら学び知りゆく学習を目指したいと考える。 
  また、本校は教員養成系大学の附属学校でもあるの

で、附属の小・中学校と連携を図り、高校生が小・中

学生に調査方法を教え、実際に小・中学生に調査をし

てもらう。お互いが得たデータを共有することで、そ

れぞれの発達段階に応じた学びを提供し、高校生が指

導者として、小・中学生とともに学習を深めていくこ

とも期待している。 
 

  ２ 校内の研究推進体制 

 

 （１） 研究推進体制 

理科担当教員が中心となり、関係する学年・分

掌と連携しながら、計画の立案、検討、生徒の指

導を行う。必要に応じて、本校で、すべての生徒

に先端的科学・技術に触れる機会を設け、高度な

科学的素養を背景とした国際性豊かで行動力ある

人材を育てるために組織された、SULE（Scientific 

Universal Logic for Education）委員会や、本校

で情報教育を推進している教育工学委員会とも連

携を図る。 

また、理科系クラブである、天文部、理工学研

究同好会、生物同好会の顧問教員同士が必要に応

じて、連携を図っている。 

 

 （２） 観測体制 

大気調査の調査方法については、地学基礎（第

３学年）の授業の中で説明し、授業時間内で実際

の観測を行った。この他、地学基礎（第１学年）

の授業の中で説明し、昼休み、放課後に、地学担

当教員の指導の下、観測を実施した。そして、Ｓ

ＳＨ探究（第２学年）において、探究活動の一環

としても、観測を実施した。 

授業以外では、主に、天文部の活動の一環、希

望者による観測を行った。 

 

 （３） 観測機器などの設置状況 

生徒が大気調査を実施するために、本館屋上に

ウェザーステーション・プロ２を平成２５年度の

地学科の予算で購入・設置し、平成２６年１月か

ら観測を開始している（図１参照）。屋上にある

ウェザーステーション・プロ２の本体からケーブ

ルを延ばし、本館１階の地学実験室にあるコンソ

ールとをつないであるので、観測データは屋上に

行かなくても、生徒は地学実験室で、常に見るこ

とができるようになっている。降水の pHの測定の

ためには、pHメーターを使用している。 

 
図１ ウェザーステーション・プロ２ 

 

 また、朝、夕方や休日に、自宅でも気象観測を

して大気調査の観測データを増やしたいという生

徒の要望にこたえるため、探究活動の予算で携帯

用風向風速計２台を購入した（図２参照）。 

土壌調査を実施するために必要な pHメーター、

ふるい、デジタル温度計、天秤については平成２



 

６年度のＳＳＨ予算で購入した。 

 

 

図２ 携帯用風向風速計 

 

さらに、平成２６年７月１日以来、川﨑昌博 

客員教授 (名古屋大学 太陽地球環境研究所)、中

野幸夫准教授（東京学芸大学）、今須良一准教授 

(東京大学 大気海洋研究所)からの依頼で、都心に

おける CO２データの取得のため、CO２の観測装置

を本館屋上に設置している（図３参照）。 この観

測は、温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」(GOSAT)

による関東集中観測において、都市部で CO２の推

定誤差が大きかったことから、さらに観測データ

を取得して検討する必要があり、本校が最も誤差

が大きかった地域に位置し、検証観測機器設置場

所として適していたため、実施されることになっ

たものである。 

 
図３ CO２の観測装置 

 

  ３ 研究内容 

 

  （１） グローブの教育課程への位置付け 

本校が主に取り組む大気調査・土壌調査は、教

育課程上では、生物基礎（第１学年）、地学基礎

（第１学年および、第３学年）の授業で実施して

いるものと、ＳＳＨ探究（第２学年）の個人また

は、共同研究として実施しているものとに位置付

けられる。この他、理科系クラブである、天文部、

理工学研究同好会、生物同好会の活動とも関連付

けられる。 

 

  （２） グローブを活用した教育実践 

    第１年次の教育実践は次の通りであった。 

   ① 大気調査 

地学基礎（第１学年）の授業の中で、１学期（４

月中旬）に、「研究のすすめ」という内容で、グ

ローブについての説明をするとともに、ウェザー

ステーション・プロ２で観測したデータを用いて、

研究ができることなどを説明した。 

昨年度から「雲から天気予報」というテーマで

個人研究が行われていたが、今年度は２年生２人

がこのテーマで、ＳＳＨ探究の時間を使って共同

研究を行った。 

また、この他に、ＳＳＨ探究の時間に、２年生

が「環八雲」というテーマで個人研究を行った。 

共に、ＳＳＨ探究の成果物として、論文の形で

まとめた。 

ア 「雲から天気予報」 

 １人目の論文の要旨、キーワード、章構成は、

以下の通りである。 

〔要旨〕 

    附属高校の学校行事では雨が降ることが多

い。これは、高校が雨雲の経路に入っているか

らだと考えた。そのため、雲形を見ただけで、

天気の動きが予測できたら、便利だと考えた。

毎日、様々な気象データを集め、それらから法

則性を導きだした。風向と他のデータを比較し

たところ、気温、湿度、気圧はパターンが見つ

かった。今回の研究はあくまでも、春のデータ

であり日本には四季があるため、通年でのデー

タ収集と分析が良いとわかった。 

    〔キーワード〕 

風向、 雲形 、季節  

〔章構成〕 

１．はじめに 

１－１．仮説 

１－２．方法 

２．結果 

３．考察 

３－１．風向きを基準とした比較 

３－２．翌日のデータの比較 

３－３．比較したデータのまとめ 

４．課題 

５．参考文献 

２人目の論文の要旨、章構成は、以下の通り

である（図４参照）。 



 

〔要旨〕 

天気を予想する際、もっとも重要だといわれ

ている雲系は、乱層雲ができる際、巻系→高系

→（層系→）乱層雲というような順番でうつり

かわることが自分の目で検証できた。さらに気

温・湿度・気圧・風向・雲系を観測することに

より、天気の予測を確実なものにしようかと思

った。春・夏（４～７月）では、前日の風向と

当日の気温・湿度・気圧・雲系の関係性は見出

せたが、秋・冬（９～１２月）は、北から吹い

てくる風向がなぜか少なく、その関係性を見出

すことができなかった。また、当日の気温と当

日の湿度は相反関係となっていることもわかっ

た。春・夏・秋を通じた観測により、それぞれ

の季節の天気・雲系などの特徴もつかめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 「雲から天気予報」の論文の一部 

 

〔章構成〕 

第一章 研究動機 

第二章 研究のプロセス 

第三章 研究にあたって必要な知識 

Ⅰ 雲の種類の説明 

Ⅱ 雨の降るメカニズム 

第四章 春と夏のデータ（４～７月） まとめ 

① 気温（当日）と湿度（当日）の関係 

② 風向（前日）と気温（前日と当日の差） 

③ 風向（前日）と湿度の関係 

④ 風向（前日）と気圧（当日）の関係 

⑤ 風向（前日）と雲形（当日）の関係 

第五章 秋と冬のデータ（９～１２月） 

① 気温（当日）と湿度（当日）の関係 

第六章 季節ごとの特徴をとらえてみる 

      春 

      夏 

      秋 

第七章 まとめ 

第八章 疑問点 これからの課題 

参考文献 

 

イ 「環八雲」 

 論文の要旨、章構成は、以下の通りである（図

５参照）。 

〔要旨〕 

1969 年、写真家塚本治弘が環状八号線沿いに

一列に連なる雲を発見し、環八雲と名付けた。

環八雲のできるメカニズムは、ヒートアイラン

ド現象により周囲に比べて温度が高くなった東

京都心に、相模湾と東京湾から吹き込む海風が

環状八号線付近に集まって上昇気流ができ、環

八上空では凝結核となる自動車の排気ガスによ

る汚染物質が多く存在することで雲が発生する

とされる。この仮定のもとで、同じような環境

にある第三京浜道路、国道 246号線、東名高速

道路にもそれぞれ雲ができるのではないかと考

え、観察をした。すると一列に並んだ雲が観測

された。この観察により、道路の上に雲ができ

るという定性的仮説がより強く裏付けられた。 

 

 

図５ 「環八雲」の論文の一部 

 

〔キーワード〕 

環八雲、第三京浜道路、国道 246 号線、東名

高速道路 

〔章構成〕 



 

1 原理 

1－1 背景と研究動機 

1－2 環八雲のメカニズム 

2 観察 

2－1 観察の条件・方法 

3 観察結果 

3－1 結果 

4 考察 

4－1 仮説 

4－2 検証 

4－3 今後の課題 

 

ウ コミュニケーションイベントを活用した大

雨防災学習 ワークショップ「経験したこと

のない大雨 その時どうする？」 

今年度は、夏休みに東京学芸大学附属世田谷

小学校、附属世田谷中学校、附属高等学校の３

校の小中高連携の授業を、気象庁の作成したワ

ークショップに基づいて行った。なお、小中学

校については、募集をそれぞれの学校に任せた。 

・日時 

 2015年８月 24日（月） 

９時～11時 30分 

（受付開始・開場 ８時 45分） 

・場所 

東京学芸大学附属世田谷小学校 

第二理科実験室 

・内容 

コミュニケーションイベントを活用した大雨

防災学習 ワークショップ「経験したことの

ない大雨 その時どうする？」 

・参加者 

小学生 ５年生 18名 

中学生 ２名（中１と中３） 計 20名 

   ・実施状況 

小中高連携と言いながら、高校生は申し込み

自体は３名あったものの、当日欠席となってし

まったため、誰もいなかった。 

６年生は塾通いのため、小学生は全員５年生

であったが、６月に行った、「附属小学校対象

の学校説明会」の影響を受けて、参加が多くな

ったようである。 

中学生は、高校と同じで、塾やクラブ等で、

参加希望者が少なかったようである（申し込み

は３名であったので、１名欠席）。 

小学生は、最初は、１学期以来、久々の授業

に臨むような状態であったため、最初はおとな

しかったが、徐々に、いろいろと発言をしてく

れるようになり、中学生２人をリーダーとして、

活気あるワークショップになった（図６参照）。 

今後は、より観測を主体とした小中高の連携

の授業やワークショップができればと考えてい

る。 

 

     
 

     

図６ 当日の様子 
 

   ② 土壌調査 

土壌調査についても、地学基礎（第１学年）の

授業の中で、１学期（４月中旬）に、「研究のす

すめ」という内容で、説明をするとともに、研究

ができることを説明した。土壌調査に興味を持っ

た１年生がいたため、土壌調査を進めるために、

東京学芸大学の担当の先生とも連絡をとったが、

学校内に調査に適した場所がないため、やむなく

土壌調査については断念せざるをえなかった。 

 

Ⅳ 研究の成果と第２年次に向けての課題 

本館屋上に設置したウェザーステーション・プロ２

を２０１４年１月から正式運用して以降は、風向、風

速、気温、湿度、雨量、気圧を継続して観測している。 

したがって、これらのデータを利用した生徒の研究は

着実に行われるようになってきた。 

しかし、これらのデータを、ＧＬＯＢＥのサイトに

データエントリーすることができていない。生徒が昼

休み等に継続的に大気観測を行おうとしても、高校生

の場合、クラブ、委員会などさまざまな活動があるた

め、教科の授業時間以外で、定期的に、継続して観測

を行うことが困難である。したがって、誰がいつ観測

するかといった観測体制の見直しと確立が必要であ

る。これは本校が第１０期でグローブ指定校となって



 

からの大きな課題の一つであり、第２年次に向けて、

早急に解決を図る必要がある。 

大気観測では、生徒が観測に慣れれば、雲量と雲の

観察に関して、適切なデータが得られ、そのデータに

基づいて、各自のテーマに基づいた考察を行うことが

できることは明らかになった。雲量と雲の観察につい

ては、今後も観測を継続していきたいと考えている。 

また、学校内の観測だけでは、時間帯が限られたデ

ータしか得られないため、学校内での観測が軌道に乗

ってくると、学校以外の場所での大気観測を、生徒が

望むようになってくる。そのため、昨年は携帯用風向

風速計を２台購入したが、学校以外での場所での大気

観測ができるように、携帯用風向風速計などの観測機

器をさらに準備し、多様な生徒の希望にこたえられる

ようにしていきたいと考えている。 

土壌調査については、ある程度観測用具をそろえる

ことができたにもかかわらず、学校内に調査に適した

場所がないために、観測計画が頓挫してしまっている。

生徒の観測希望があっただけに、第２年次に向けて、

何らかの解決策を模索していきたい。 

大気調査、土壌調査以外の他の観測項目についても、

学校内での調査に適したものがあれば、観測体制を整

え、生徒が観測できるようにしていきたい。 

そもそも、本校では教科の授業以外では、希望する

生徒が観測を行ってきている。そのため、どうしても

観測に関わる生徒が少ないという現状がある。ある程

度の人数で観測を継続するために、どうすべきか、こ

のことを解決することも、大きな課題の一つである。 

委員会やクラブ活動を活用していくことも、解決策

の一つであるが、生徒会活動である委員会活動に、教

員主導の委員会を新設することは、生徒会会則にある

手続き上も困難である。また、クラブの新設も手続き

上困難である。したがって、既存の理科系クラブに、

観測を担当してもらうことや、ＳＳＨ探究のテーマに、

グローブの活動を選択してもらうことをめざしていき

たい。 

小・中学校との連携については、直接、観測を主体

とした企画ではないものの、気象庁の作成した大雨に

関するワークショップによって、連携の試みを行うこ

とができた。第２年次に向けて、高校生が指導者とし

て、小・中学生とともに学習を深めていける内容を考

え、実施していきたい。 
 

Ⅴ 研究第２年次の活動計画 

  

１ 校内で実施できる調査の検討 

大気調査、土壌調査以外の他の観測項目について

も、校内で実施できる調査にどのようなもので

あるかを検討していく必要がある。そして、校

内で実施できる土壌調査のあり方を模索して

いくことが急務である。 

 

  （１）土壌調査 

     グローブの定めている観測には適した場所が

ないが、学校内に、ある程度の深さまでならば

、穴を掘るのに適した地点はある。その限られ

た深さの範囲で実施できる土壌調査がないかを

検討していくしかないであろう。 

 

（２）大気調査 

   大気調査については、本館屋上に設置した

ウェザーステーション・プロ２、によって風向、

風速、気温、湿度、雨量、気圧を継続して観測

を行っている。したがって、これらのデータを

利用した生徒の研究が増えるように、授業など

で生徒に積極的にはたらけかけていくことが大

切であろう。 

また、すでに、今まで生徒が行ってきた研究

については、研究が継承・発展していくように、

生徒にはたらきかけていかなければならない。 

 

２ 観測体制の確立 

ある程度までは授業時間内に、観測についての説

明と実際の観測を行うことが可能である。しかし、

継続的に観測していくためには、授業時間以外での

観測体制を確立することが必要である。そして、さ

まざまな活動があるため、授業時間以外での観測が

困難な生徒に、いかに観測時間を確保させていくか

が課題である。そのため、観測に関わる生徒が、昼

休みや放課後等に他の活動に優先して観測が行える

ような仕組みを作ることも必要であろう。 

また、比較的自由度が高い理科系クラブの生徒に

分担してもらい、継続的な観測を続けていくことが

現実的な解決方法の一つであろう。 

 

３ 生徒へのフィードバック 

  教科の授業時間内で調査を行い、そのデータ

を用いて、生徒に考察をさせていくことはもち

ろんのことであるが、２年次のＳＳＨ探究での研

究で、観測を主体とした自然環境をテーマに選んだ

生徒に、観測の機会を与えたり、観測データを活用

してもらったりすることが大切であろう。 

  また、本校では個人あるいは、グループでの研究

を推奨している。ＳＳＨ探究と同様に、観測を主体

とした自然環境を研究テーマに選んだ生徒へも観測

の機会を与えたり、観測データを活用してもらった



 

りすることが大切であろう。 

  もちろん、理科系クラブの生徒にとっても同様で

ある。 

 

４ 小・中学校との連携 

今年度は、比較的時間の余裕のある夏休みに、

小・中学校との連携の試みを行った。そこで、小・

中学生とともに継続的に観測を行い、データを共有

し、高校生が指導者として、小・中学生とともに学

習を深めていく場を持てるように、連携の日程や内

容の検討を具体的にしていく必要がある。 

  

 ５ 実践成果の普及 

   継続的な観測が実施でき、小・中学校との連携が

きちんと行えたならば、その結果を実践成果として

まとめ、本校のホームページや研究紀要、あるいは

、公開研究大会などで報告し、広く世の中に普及し

ていかなければならないであろう。そのことも本校

の大切な役割の一つである。 
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